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とシナリオ (1編）・小説（短編小説21、長編小説 3)・対談 (1編）から、「カナ」「カシラ」の形式をす
べて集めて、男女の使用量を比べてみた。結果は次の表の通りである。（数字は例の数とそのパーセント）
女性の発話 男性の発話
| 全(%) カナ（％） カシラ(%) 全（％） カナ(%) カシラ（％）
実際の会話 1 12c100) 12 (100) 0 (0) 16 (100) 16 (100) 0 (0) 



















































益岡隆志 (1987) 「プロトタイプ論の必要性」『月刊言語』第16巻第 4号
益岡隆志 (1993) 「日本語の条件表現について」「日本語の条件表現』益岡隆志編 くろしお出版
三宅知宏 (1993)「派生的意味について一日本語質問文の一側面一」『日本語教育』第79号 日本語教育学
会











小説（長編） ：「男女七人夏物語上・下』鎌田敏夫 角川文庫、『眠りを殺した少女』赤川次郎 角川文庫、
『殺人者 k』鎌田敏夫双葉社
対談： 『向田邦子全対談』（小野田勇、水上勉、江國滋との対談のみ）向田邦子 文春文庫
-11-
例文出典
朱い・待って＝「朱いドレス」『待っている男J阿刀田高 角川文庫、大人＝『大人になるまでガマンする』
山下太一 大和書房、西瓜・待って＝「西瓜流し」『待っている男』阿刀田高 角川文庫、眠り＝『眠りを
殺した少女』赤川次郎 角川文庫、緑・蜜室＝「緑の扉は危険」『蜜室殺人事件』阿刀田高他 角川文庫、
雪・やっぱり＝「ゆきどまり」「やっぱりミステリーが好き』雨の会編、理由・ミス＝「理由なき反抗」『ミ
ステリー大全集』赤川次郎編 新潮文庫、会話 a-b＝筆者が1994年6月～9月に録音して文字化した電話で
の会話、実例＝実際に使われている例。
出典の明記のないものは作例である。
付記：本稿をまとめるにあたり、筑波大学の高田誠先生に有益なご教授をいただいた。また、国立国語研
究所の井上優氏から貴重なコメント、ご助言をいただいた。心から感謝の意を申し上げる。
（筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科応用言語学）
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